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12
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の
４
日
間
、
人
工
芝

改
修
記
念
と
し
て
熊
山
運
動
公
園
で
全
日
本
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約
３
千
３
０
０

人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
過
去
に
ほ
と
ん
ど
例

が
な
い
男
女
同
時
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、
磐
梨
中
学
校
出
身
５
人
が
所
属

す
る
大
学
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

地
元
出
身
選
手
た
ち
は
、
自
身
が
小
学
生
の
頃
こ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
、
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
権
大
会
で
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
を
し
て
、
こ

の
大
会
へ
の
出
場
に
憧
れ
て
い
た
選
手
た
ち
で
す
。

地
元
で
大
会
に
出
場
で
き
た
喜
び
は
ひ
と
し
お
と

の
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
大
会
で
も
、
各
決
勝
戦
で
は
、
地
域

の
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
で
活
動
を
し
て
い
る
小
学
生

が
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
選
手
や
ア
ジ
ア
大
会
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と

ふ
れ
あ
い
、
自
分
も
将
来
日
本
代
表
に
な
る
と
い

う
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
食
事
や
軽
食
、
特
産
品
の
販
売
な

ど
も
あ
り
、
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、
全
国
大
会
優

勝
の
Ｉ
Ｐ
Ｕ
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
チ
ア
ダ
ン
ス
も
披

露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

日
本
最
高
峰
の

　
全
日
本
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
開
催

日
本
一
を
決
定
す
る
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11
月
25
日
、
く
ま
や
ま
水
辺
の
楽
校
で
平

成
30
年
度
赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
訓
練
に
は
、地
元
住
民
を
は
じ
め
、自
衛
隊
、

赤
磐
警
察
署
、
消
防
団
な
ど
市
内
外
の
51
機

関
、
４
２
８
人
、
車
両
40
台
が
参
加
し
、
関

係
機
関
個
々
の
活
動
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

連
携
の
強
化
と
総
合
的
な
防
災
力
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

　

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
関
係
機
関

に
よ
る
防
災
啓
発
や
活
動
紹
介
、
特
殊
車
両

な
ど
の
展
示
、
地
震
体
験
や
土
の
う
作
り
体

験
も
行
わ
れ
、ま
た
、炊
出
し
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

自
衛
隊
、
赤
磐
市
栄
養
改
善
協
議
会
、
あ
か

い
わ
防
災
士
連
絡
会
の
協
同
作
業
で
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
、
Ｊ
Ａ
岡
山
東
女
性
部
に
よ
る
豚
汁

な
ど
、
約
５
５
０
食
の
非
常
食
の
配
食
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
見
学
者
は
、
こ

れ
ら
の
各
種
訓
練
や
啓
発
活
動
、
炊
出
し
な

ど
を
通
じ
て
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

防
災
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

近
年
の
地
震
災
害
や
豪
雨
災
害
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
大
規
模
で
広
範
囲
に
及
ぶ
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は

避
難
誘
導
や
救
助
活
動
な
ど
の
災
害
対
応
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
。」
こ
と
は
基
本
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
地
域
住
民
が
相
互
に
助
け
合
う
「
共

助
」
が
大
切
で
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
災
害
へ
の
理
解
を
深

め
、
日
頃
か
ら
災
害
備
蓄
や
避
難
経
路
の
確

認
を
行
い
、
も
し
も
の
と
き
に
備
え
ま
し
ょ

う
。  

こ
の
訓
練
の
想
定

　
県
内
全
域
に「
大
雨
・
洪
水
警
報
」が

発
表
さ
れ
、
市
内
の
降
り
始
め
か
ら
の

総
雨
量
が
２
０
０
ミ
リ
に
達
し
、
河
川

の
氾
濫
や
浸
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
発

生
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
警
戒
体

制
を
と
っ
て
災
害
に
備
え
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
な
か
、
午
前
９
時
30
分
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
市
内

全
域
に
家
屋
倒
壊
や
火
災
等
の
被
害
と

多
く
の
負
傷
者
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も

被
害
が
発
生
し
、
特
に
熊
山
地
域
で
は

甚
大
な
地
震
被
害
に
加
え
て
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
。

赤
磐
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

～
訓
練
で
災
害
に
強
い
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
～
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る
雑
所
得
な
ど
の
あ
る
人
、
損

失
の
繰
越
を
す
る
人

④
営
業
所
得
、
不
動
産
所
得

⑤
青
色
申
告

⑥
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初

め
て
受
け
る
人

⑦
過
年
分（
平
成
29
年
分
以
前
）

市
民
税
・
県
民
税
申
告

（
兼
国
民
健
康
保
険
税
申
告
）

が
必
要
な
人

　

市
民
税
・
県
民
税
は
、
１
月
１

日
に
赤
磐
市
に
住
所
の
あ
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
６
ペ
ー
ジ
の
フ

ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
申
告
が
必
要

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30
年
中
に
平
成
30
年
度
分

の
申
告
を
し
た
人
に
は
、
申
告
期

間
ま
で
に
申
告
書
や
手
引
き
を
郵

送
し
ま
す
。
完
成
し
た
申
告
書
は

所
得
や
控
除
の
証
明
と
な
る
必
要

書
類
を
添
え
て
、
本
庁
税
務
課
・

各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
ご

提
出
い
た
だ
く
か
、
本
庁
税
務
課

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
告
期
間
中
、
本
庁
税
務
課
・
各

支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
で
は
申

告
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ

問
い
合
わ
せ
先

◦
瀬
戸
税
務
署

　
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
瀬
戸
70

　
☎
０
８
６（
９
５
２
）１
１
５
５

各
自
で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
書
は
申
告
期
間
中
に

限
り
本
庁
税
務
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
、
各
申
告
会
場
に
お
持
ち

い
た
だ
け
れ
ば
、
瀬
戸
税
務
署
へ

送
り
渡
し
ま
す
。
郵
送
で
提
出
す

る
場
合
は
、
瀬
戸
税
務
署
へ
直
接

お
送
り
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
の
注
意
事
項

　

第
二
表
の「
住
民
税
・
事
業
税
に

関
す
る
事
項
」欄
は
、
住
民
税
・
事

業
税
の
算
定
に
必
要
な
内
容
で
す

の
で
、
該
当
す
る
項
目
が
あ
る
人

は
漏
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
が
な
い
場
合
、
算
定
す
る
税

額
な
ど
に
影
響
が
あ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

配
当
や
株
式
の
譲
渡
所
得
の
あ

る
人
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の

寄
附
を
し
た
人
、
給
与
・
公
的

年
金
以
外
の
所
得
に
係
る
住
民

税
の
徴
収
方
法
を
選
択
す
る
人

な
ど
は
、
特
に
記
載
漏
れ
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
確
定
申
告
は

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い

①�

災
害
の
雑
損
控
除
や
減
免
制
度

を
利
用
す
る
人

②�

土
地
や
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得

③�
株
式
の
譲
渡
所
得
・
分
離
課
税

の
配
当
所
得
・
先
物
取
引
に
係

　

申
告
書
や
手
引
き
な
ど
が
必

要
な
人
は
確
定
申
告
テ
レ
フ
ォ

ン
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
６（
９
５
２
）

１
１
５
５
（
瀬
戸
税
務
署
の
代
表
番

号
と
同
じ
で
す
。
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
い
【
０
番
】
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。）
に
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
送

付
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
書
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
所
得
や
控
除
の
証
明
と
な
る

必
要
資
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�e-T
ax

（
電
子
申
告
）
で
提
出
の

場
合
は
、
必
要
資
料
は
５
年
間

円
以
下
の
人
は
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
還
付

の
申
告
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
民
税
・
県
民
税

の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

⑥�

前
記
の
所
得
に
あ
て
は
ま
ら
な

い
、
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
人

所
得
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
毎
年
提

出
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
税
務
署

か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
届
い
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
申
告
書

は
送
付
せ
ず
、
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ

の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
が
必
要
な
人

①�

事
業
（
営
業
、
農
業
な
ど
）
を
し

て
い
る
人

②
不
動
産
収
入
の
あ
る
人

③
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
っ
た
人

④�

給
与
の
年
収
が
２
千
万
を
超
え

る
人
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
を
超
え
る
人
、
給
与

を
２
カ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

⑤�

公
的
年
金
等
収
入
以
外
に
他
の

所
得
が
あ
る
人
、
公
的
年
金
等

収
入
だ
け
で
所
得
の
金
額
が
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人

※�

公
的
年
金
等
収
入
が
４
０
０
万

円
ま
で
で
、
他
の
所
得
が
20
万

始
ま
り
ま
す 

税
の
申
告
受
付

２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮

※�

各
種
の
所
得
の
合
計
額
が
、
所
得
控
除
を
上
回
る
場
合
に
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。
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い
て
、
配
偶
者
の
合
計
所
得
金

額
の
上
限
が
１
２
３
万
円
ま
で

拡
大（
改
正
前
：
76
万
円
）さ
れ
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
控
除
額
が
変

更
さ
れ
ま
す
。

※�

納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
金
額

が
９
０
０
万
円
を
超
え
る
と
控

除
額
が
減
少
し
、
１
千
万
円
を

超
え
る
場
合
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

申
告
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）
や

介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳

以
上
の
人
）
が
い
る
世
帯
の
人
は
、

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
算
定

の
た
め
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
保
険
税
（
料
）
は
、
所

得
が
一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合

に
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

未
申
告
の
場
合
は
、
所
得
の
把
握

が
で
き
な
い
た
め
軽
減
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
を
し
な
い
と
課
税

証
明
や
所
得
証
明
な
ど
の
発
行
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ん
。
７
ペ
ー
ジ
で
申
告
相
談
の
日

程
を
ご
確
認
の
う
え
、
申
告
相
談

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①�

配
偶
者
控
除
に
つ
い
て
、
納
税

義
務
者
（
扶
養
す
る
人
）
に
所
得

制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※�

納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
金
額
が

１
千
万
円
を
超
え
る
場
合
、
配
偶

者
控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

配
偶
者
特
別
控
除
（
配
偶
者
に

38
万
円
を
超
え
る
所
得
が
あ
る

た
め
配
偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
で
も
、
配
偶
者
の
所

得
金
額
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
る

一
定
の
金
額
の
所
得
控
除
）に
つ

平
成
31
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

市
県
民
税
の
主
な
改
正

申 告 に 必 要 な も の

■平成31年度以降の配偶者控除額

配偶者の合計所得金額
※�（　）内は、配偶者が
給与収入のみだった場
合に対応する収入金額

納税義務者（扶養する人）の
合計所得金額

900万円以下 900万円越
950万円以下

950万円越
1,000万円以下

38万円以下
（103万円以下）

配偶者が
70歳未満 33万円 22万円 11万円

配偶者が
70歳以上 38万円 26万円 13万円

■問い合わせ先／本庁税務課市民税班　☎955-0951

●�申告する本人の身元確認書類（運転免許証など）
と個人番号確認書類（個人番号通知カードなど）
※�マイナンバーカードを作成した人は一枚の提示で
両方の確認可

●�控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者など
の各人の個人番号の分かるもの
※�本人以外の個人番号確認書類について、添付や提
示の必要はありません。

●�印鑑（認印可）

●�申告書や税務署からのはがきが送付されている人
は、その申告書・はがきなど

●�給与、雑所得（公的年金や個人年金など）、一時所
得（生命保険料や損害保険の満期）、配当所得など
の源泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可）

●�医療費控除またはセルフメディケーション税制の
適用を受ける人は事前に計算した明細書、おむつ
使用証明書、セルフメディケーション税制の適用
を受けるための取組（予防接種など）を証明する
領収書など

●�社会保険料控除を受ける人は、国民年金保険料・国
民年金基金の掛金の控除証明書、国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料・任意継続の社
会保険料などの保険料の支払金額がわかる書類

●�生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人は、
支払保険料控除証明書

●�障害者控除を受ける人は、身体障害者手帳や療育
手帳、精神障害者福祉手帳など

●�国外居住親族が被扶養者・控除対象配偶者の場合
は、親族関係書類および送金関係書類の添付また
は提示

●�寄附金控除を受ける人は寄附金の受領書など
※�ふるさと納税ワンストップ特例を申請している人
が改めて申告をする場合は、特例を申請している
ふるさと納税の領収書も必要です。

～ここからは、所得税の確定申告のみです～

●�「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記簿
謄本、契約書の写し、増改築等工事証明書、借入
金の年末残高証明書など

●�所得税の還付を受ける人は、本人の預金口座の分
かるもの

営業、農業、不動産などの収支内訳書や医療費
控除に関する明細書は事前に必ず計算を済ませ
て記入のうえご持参ください。
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あなたは申告する必要がありますか？
※このフローチャートは一般的な例となっています。ご不明な点は本庁税務課まで
　お問い合わせください。

市民税・県民
税の申告をす
る必要があり
ます。
3月15日㈮まで
に市役所へ申告
してください。

はい いいえ

所得税の確定申告をする必要があります。
3月15日㈮までに申告相談または瀬戸税務署へ申告してください。
（市民税・県民税の申告は不要です。）

※ただし、公的年金の収入金額が400万円以下で、かつ、それ以外の
所得金額が20万円以下の場合、確定申告は不要です。この場合で
あっても、年金以外の所得を含めた市民税・県民税の申告は必要です
のでご注意ください。

市民税・県民税の申告をする
必要があります。
申告書裏面の「16 前年中に所得のな
かった人の記入欄」に記載し、3月15日
㈮までに市役所へ申告してください。

合計所得金額が28万円を超えますか。

6

（
年
金
以
外
の
収
入
の
み
が
あ
る
人
）

（
年
金
収
入
が
あ
る
人
）

収入は公的年金のみですか？
（注：年金から所得税が源泉徴収されてい
る人は「いいえ」に進んでください。）

ここから、進んで
ください。

平成31年1月1日現在、赤磐市に
住んでいましたか。

1月1日に住んでいた市町村に申告
してください。

平成30年1月1日から12月31日までの1年間に収入があり
ましたか。（注：収入が雇用保険や遺族年金、障害年金だ
けの場合は「いいえ」に進んでください。）

国民健康保険に加入している世帯または後
期高齢者医療保険被保険者・介護保険第１
号被保険者のいる世帯ですか。 市民税・県民税の申告をする

必要はありません。

収入は１カ所の給与のみで年末調整されて
いますか。（注：平成30年中に退職された
人は「いいえ」に進んでください。）

雑損控除・医療費控除・社会保険料控除等の各種控除を追
加して申告しますか。

市民税・県民税の
申告をする必要は
ありません。　

あなたは、次のいずれかに該当しますか。
　次の人は、確定申告または市民税・県民税
申告をする必要があります。

①事業所得や不動産所得があり、所得税を納
める。
②給与を1カ所から受けていて、給与以外の
所得金額の合計が20万円を超える。
③給与を2カ所以上から受けていて、年末調
整をされなかった給与の収入金額と給与以
外の所得金額の合計が20万円を超える。
④給与所得者で住宅借入金等特別控除や医療
費控除等を申告することにより、所得税を
還付してもらう。
⑤給与の年末調整を受けておらず、所得税を納め
なければならない、または還付してもらう。
⑥公的年金等に係る雑所得があり、所得税を納め
なければならない、または還付してもらう。

※上記に該当しない場合など不明な点はお問
い合わせください。
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●�赤磐市が設置する各会場では、相談日に地区指定をしていますので、日程表をよくご確認のうえ会場にお越しくだ
さい。混雑防止のため、なるべく指定の日をご利用ください。
●�相談開始時刻は午前９時です。例年早朝より長時間お待ちいただいている人もいますが、時間を繰り上げて開始す
ることはありませんのでご了承ください。
注�赤坂、熊山、吉井地区にお住まいの人は、申告期間中会場を設けていない時期があり、不便をおかけしますが、お
間違えのないように日程表をご確認のうえ、ご来場ください。

■ 山陽会場
月　日 対象地区 会　　場
2/18�㈪ 馬屋・岩田

赤磐市役所
（2階大会議室）

19�㈫ 和田・穂崎
20�㈬ 長尾・立川
21�㈭ 河本・下市
22�㈮ 熊崎・南方・斎富
25�㈪ 沼田・中島
26�㈫ 日古木・二井・高屋
27�㈬ 上市・正崎・五日市
28�㈭ 尾谷・津崎・神田
3/ 1�㈮ 鴨前・西中
�4�㈪ 下仁保・上仁保・斗有
5�㈫ 山陽1・2丁目
6�㈬ 山陽3・4丁目
7�㈭ 山陽5・6・7丁目
8�㈮ 山陽1~7丁目
11�㈪ 山陽1~7丁目
12�㈫

山陽全地区13�㈬
14�㈭
15�㈮

■ 赤坂会場
月　日 対象地区 会　　場
2/18�㈪ 小原・出屋

笹岡公民館19�㈫ 坂辺・下分
20�㈬ 惣分・大屋・山手
21�㈭ 町苅田

赤坂支所
（2階大会議室）

22�㈮ 大苅田
25�㈪ 東窪田・西窪田
26�㈫ 由津里
27�㈬ 山口
28�㈭ 西軽部・東軽部
3/ 1�㈮ 南佐古田・北佐古田・今井・多賀
�4�㈪

赤坂全地区 注赤磐市役所
（2階大会議室）

5�㈫
6�㈬
7�㈭
8�㈮
11�㈪
12�㈫
13�㈬
14�㈭ 赤坂全地区 赤坂支所

（2階大会議室）15�㈮

■ 熊山会場／桜が丘会場
月　日 対象地区 会　　場
2/18�㈪ 沢原・佐古

くまやま
ふれあいセンター

19�㈫ 殿谷・岡・酌田
20�㈬ 円光寺・吉原
21�㈭ 河田原・釣井・徳富・小瀬木
22�㈮ 松木・勢力
25�㈪ 千躰・奥吉原
26�㈫ 可真下・可真上

桜が丘いきいき
交流センター

27�㈬ 弥上・野間・稗田・石蓮寺
28�㈭ 桜が丘東1・2丁目
3/ 1�㈮ 桜が丘東3・4丁目
�4�㈪ 桜が丘東5・6丁目
5�㈫ 桜が丘西1・2丁目
6�㈬ 熊山・桜が丘全地区 注赤磐市役所
7�㈭ 桜が丘西3・4丁目

桜が丘いきいき
交流センター

8�㈮ 桜が丘西5・6丁目
11�㈪ 桜が丘西7・8丁目
12�㈫ 桜が丘西9・10丁目
13�㈬ 熊山・桜が丘全地区 注赤磐市役所
14�㈭ 熊山・桜が丘全地区 桜が丘いきいき

交流センター15�㈮

■ 吉井会場 
月　日 対象地区 会　　場
2/18�㈪

吉井全地区 注赤磐市役所
（2階大会議室）

19�㈫
20�㈬
21�㈭
22�㈮
25�㈪
26�㈫
27�㈬
28�㈭ 仁堀東・塩木・平山

仁美農村
振興センター

3/ 1�㈮ 仁堀中・中勢実
4�㈪ 仁堀西・戸津野
�5�㈫ 小鎌・西勢実・合田・中畑・石上・広戸
6�㈬ 中山・是里

吉井支所
（2階会議室）

7�㈭ 黒本
8�㈮ 黒沢・滝山
11�㈪ 仁軒屋･石･八島田･暮田・稲蒔・高田・光木
12�㈫ 河原屋・草生
13�㈬ 周匝
14�㈭ 中村・福田
15�㈮ 吉井全地区

申告相談日程表 申告相談受付時間�▶�午前9時～午後4時
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各種証明書の
コンビニ交付が始まります！
平成31年3月1日金 サービス開始

■問い合わせ先／赤磐市役所
　本　　庁　市　民　課　☎ ９５５－１１１２
　　　　　　税　務　課　☎ ９５５－０９５１
　赤坂支所　市民生活課　☎ ９５７－２２２６

熊山支所　市民生活課　☎ ９９５－１２１４
吉井支所　市民生活課　☎ ９５４－１１８３

★赤磐市に住所登録をされている人
●住民票の写し
　世帯全員、個人のもの
●印鑑登録証明
　赤磐市で印鑑登録がお済みの人
●所得課税証明書
　◦平成30年1月1日現在 赤磐市に住所があって、課税資料がある人
　◦平成30年度（平成29年分所得）で本人のもの

★本籍が赤磐市の人
●戸籍　全部事項証明（謄本）、個人事項証明（抄本）
●戸籍の附票

� ※証明手数料は、窓口での手数料と同額です。

発行できる証明書

●セブン-イレブン
●ファミリーマート
●ローソン　　　　　など

※�全国のコンビニエンスストア
などのマルチコピー機（多機
能端末機）が設置されている
店舗でご利用いただけます。

サービスが利用できる店舗

●午前6時30分から
　午後11時まで
　（�12月29日 から1月3日まで、
機器のメンテナンス時を除く）

サービス提供時間

コンビニ交付には、マイナンバーカードが必要です！

★サービスを受けるためには、利用者証明用電子証明書が搭載されたマイナンバーカードが必要です。
　通知カード、住民基本台帳カード、印鑑登録証などではご利用いただけませんのでご注意ください。

平 成27年11月 頃、 マ イ ナ ン
バー（個人番号）をお知らせ
する通知カードが世帯ごとに
送付されました。
この通知カードを写真つきの
マイナンバーカードに替える
ことで利用の幅が広がります。

通知カードマイナンバーカード
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■ 
参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
赤
磐

市
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

食
事
と
運
動
を
学
ぶ
４
回
連
続

講
座
で
す
。

■ 

日
程

運動

栄養

運動

2月20日㈬

2月27日㈬

3月13日㈬

3月20日㈬

第1回

第2回

第3回

第4回

健
康
的
に
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ

～
40
歳
か
ら
の
食
事
と
運
動
講
座
～

　
応
急
手
当
て
は
５
年
に
１
度
、

よ
り
良
い
方
法
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
新
し

い
救
命
処
置
を
覚
え
て
く
だ
さ

い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
や
胸
骨
圧

迫
が
た
め
ら
い
な
く
で
き
る
方

法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

す
。
受
講
希
望
者
が
少
数
の
場

合
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■ 

日
時
／
２
月
24
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■ 

場
所
／
赤
磐
市
消
防
署
東
出
張
所

■ 

受
講
人
数
／
10
人
程
度

■ 

申
込
期
限
／
２
月
15
日
㈮

募
　
　
集

応
急
手
当
て
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

■ 

時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

※ 

第
１
回
の
み
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

■ 

講
師

・ 

運
動
指
導
…
Ｏ
Ｓ
Ｋ
ヘ
ル
ス
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
健
康
運
動
指
導
士

・ 

栄
養
指
導
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気

寿
命
を
創
造
す
る
会
管
理
栄
養
士

■ 
対
象
／
40
歳
〜
75
歳
の
人

■ 
定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

■ 
参
加
費
／
無
料

■ 

申
込
開
始
日
／
１
月
21
日
㈪

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

健
康
増
進
課

■ 

業
務
内
容
／
英
国
庭
園
施
設

管
理
に
関
す
る
こ
と
（
花
の

熊
山
英
国
庭
園

臨
時
職
員
募
集

�情報ボックス内でお知らせする市役所
関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表�� ☎955-1111
▷選挙管理委員会事務局�� ☎955-4782
▷くらし安全課�� ☎955-2650
▷市民課市民サービス班�� ☎955-1112
▷市民課国保年金班�� ☎955-1113
▷子育て支援課�� ☎955-2635
▷健康増進課�� ☎955-1117
▷介護保険課地域包括支援センター�� ☎955-1470
▷税務課市民税班�� ☎955-0951
▷農林課�� ☎955-6174
▷建設課�� ☎955-1485
▷上下水道課�� ☎955-2942
●赤坂支所代表�� ☎957-2222
▷市民生活課�� ☎957-2226
▷産業建設課�� ☎957-4824
●熊山支所代表�� ☎995-1211
▷市民生活課�� ☎995-1214
▷産業建設課�� ☎995-1217
●吉井支所代表�� ☎954-1111
▷市民生活課�� ☎954-1183
▷産業建設課�� ☎954-1366
●教育委員会
▷学校教育課�� ☎955-0972
▷中央図書館�� ☎955-0076
▷熊山図書館�� ☎995-1273
▷山陽郷土資料館�� ☎955-0710
▷熊山分室�� ☎995-1360
●消防本部�� ☎955-2244
▷警防課救急係�� ☎955-2254

植
栽
や
庭
園
の
清
掃
な
ど
）、

英
国
庭
園
施
設
運
営
に
関
す

る
こ
と
（
施
設
の
予
約
対
応
、

各
種
問
い
合
わ
せ
対
応
な
ど
）

■ 

募
集
人
数
／
１
人

■ 

応
募
資
格

①
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

②
接
客
力
の
あ
る
人

③ 

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
）
操
作
が
で
き
る
人

④ 

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

■ 

勤
務
場
所
／
熊
山
英
国
庭
園

■ 

勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
６
時
の
間
で
７
時
間
45
分

勤
務

■ 

雇
用
期
間
／
平
成
31
年
４
月

１
日
㈪
〜
平
成
31
年
８
月
31

日
㈯
（
更
新
あ
り
）

※ 

条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

応
募
方
法
／
市
販
の
履
歴
書

を
熊
山
支
所
産
業
建
設
課
に

提
出

■ 

受
付
期
間
／
２
月
１
日
㈮
〜

28
日
㈭

■ 

選
出
方
法
／
面
接
（
３
月
上

旬
予
定
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
熊
山

支
所
産
業
建
設
課

　「さんさんカフェ」とは、介護を受けている人や
認知症の人、その家族や地域の人に加え、介護・
福祉の関係者が自由に集まり、お茶とお菓子を食
べながらおしゃべりを楽しんだり、介護の相談をし
たりできるところです。
　事前申し込みは不要で、時間内であれば、好き
な時に来て、帰ることができますので、気軽にお
越しください♪
■日　時／2月16日㈯ 午後1時30分～3時
■場　所／特別養護老人ホーム桃香の里
　　　　　（熊崎276番地1）
■参加費／150円
■問い合わせ先／本庁介護保険課地域包括支援センター

さんさんカフェへようこそ♪

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
た
め
に
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
学
校

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
活
動
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
校
教
頭
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

支
援
内
容
の
例

・ 

「
学
習
」
…
家
庭
科
の
実
技
補

助
、
読
み
聞
か
せ
、
放
課
後

学
習
な
ど

・ 

「
環
境
整
備
」
…
草
刈
り
、
庭

木
の
剪
定
な
ど

・ 

「
安
全
」
…
登
下
校
の
見
守
り
、

校
外
学
習
の
付
き
添
い
な
ど

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

山
陽
西
小
学
校

　
☎（
９
５
５
）２
０
０
２

・ 

山
陽
東
小
学
校

　
☎（
９
５
５
）１
９
１
１

・ 

山
陽
北
小
学
校

　
☎（
９
５
５
）２
８
５
８

・ 

豊
田
小
学
校

　
☎（
９
９
５
）０
０
１
５

・ 

桜
が
丘
小
学
校

　
☎（
９
９
５
）０
０
３
５

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

・ 

城
南
小
学
校

　
☎（
９
５
４
）０
７
０
０

・ 

仁
美
小
学
校

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
５

・ 

高
陽
中
学
校

　
☎（
９
５
５
）０
０
０
４

・ 

桜
が
丘
中
学
校

　
☎（
９
５
５
）３
２
１
１

・ 

赤
坂
中
学
校

　
☎（
９
５
７
）３
０
１
４

・ 

磐
梨
中
学
校

　
☎（
９
９
５
）０
０
０
４

・ 
吉
井
中
学
校

　
☎（
９
５
４
）０
２
０
４

　
近
年
、
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害

が
増
加
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
野
生
鳥
獣
の
生
態
な

ど
を
学
び
、
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
有
害
鳥
獣

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
ジ
ビ
エ
の
無
料

試
食
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

■ 

日
時
／
２
月
24
日
㈰ 

11
時
〜

■ 

場
所
／
赤
磐
市
産
業
会
館

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

農
林
課
・
各
支
所
産
業
建
設

課
　

吉
井
郷
土
資
料
館
で
は
、
桃

の
節
句
に
飾
る
泥
天
神
や
明
治

時
代
の
ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま

す
。

　

１
０
０
年
前
の
お
ひ
な
さ
ま

や
昭
和
の
御
殿
を
見
に
来
ま
せ

ん
か
。

※ 

連
携
展
「
赤
磐
に
懸
か
る
橋
」

も
展
示
中
で
す
。

お
知
ら
せ

吉
井
郷
土
資
料
館
季
節
展

■ 

期
間
／
２
月
４
日
㈪
〜
４
月

５
日
㈮

■ 

開
館
／
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■ 

場
所
／
吉
井
郷
土
資
料
館 

第

４
展
示
室

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

　

２
月
17
日
㈰
に
開
催
す
る
第

22
回
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩

の
世
界
」
出
演
者
・
沢
知
恵
さ

ん
の
著
書
な
ど
を
、
図
書
館
の

蔵
書
か
ら
、
学
芸
員
が
選
書
し

て
紹
介
し
ま
す
。

■ 

開
催
期
間
／
１
月
26
日
㈯
〜

２
月
17
日
㈰

■ 

場
所
／
中
央
図
書
館
、
熊
山

図
書
館

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

本
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
…

中
央
図
書
館
、
熊
山
図
書
館

・ 

朗
読
会
や
永
瀬
清
子
に
つ
い

て
…
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

■ 
日
時
／
２
月
13
日
㈬

朗
読
会
関
連
図
書
紹
介

年
金
相
談（
※
要
予
約
）

　

 

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

■ 

場
所
／
熊
山
支
所
２
階　

第

１
会
議
室

■ 

相
談
員
／
岡
山
東
年
金
事
務

所　
年
金
専
門
官

※ 

相
談
は
完
全
予
約
制
に
な
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相

談
時
間
を
予
約
し
て
下
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

市
民
課
国
保
年
金
班

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
売

り
込
ま
ず
に
売
れ
る
「
名
刺
作

成
」
の
コ
ツ
が
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

で
す
。
詳
し
く
は
、
赤
磐
商
工

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■ 

場
所
／
山
陽
産
業
会
館
２
階

■ 

日
時
／
2
月
5
日
㈫

　
午
後
6
時
〜
9
時

■ 

講
師
／
佐
藤
た
か
あ
き
さ
ん

■ 

対
象
／
自
営
業
、
中
小
企
業
者

■ 

定
員
／
30
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・ 

赤
磐
商
工
会

　
☎(

９
５
５)

０
１
４
４

『
集
客
の
達
人
養
成
塾
』

し
ご
と
が
ジ
ワ
リ
と
増
え
る

名
刺
作
り
セ
ミ
ナ
ー

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／
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美
作
岡
山
道
路
の
瀬
戸
〜

熊
山
間
と
佐
伯
〜
吉
井
間
の

供
用
開
始
に
先
立
ち
、
記
念
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
当
日
は
瀬
戸
ト
ン
ネ
ル
内

で
、
磐
梨
、
瀬
戸
、
和
気
の
三

中
学
校
に
よ
る
記
念
演
奏
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

■ 

日
時
／
２
月
17
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■ 

場
所
／
美
作
岡
山
道
路
瀬
戸

ト
ン
ネ
ル
内

※
磐
梨
中
学
校
と
桜
が
丘
い
き

い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
臨
時
駐
車

場
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
現
地

ま
で
送
迎
し
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
本
庁

建
設
課

　

市
内
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
安
全
で
安
心

な
子
ど
も
た
ち
の
活
動
拠
点
（
居

場
所
）
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

美
作
岡
山
道
路
開
通
記
念

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
お
知
ら
せ

地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
開
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
赤
坂
東
軽
部
子

ど
も
教
室
」「
吉
井
子
ど
も
教
室
」

「
ノ
ビ
ノ
ビ
教
室
」「
山
陽
子
ど

も
ア
イ
ラ
ン
ド
」「
仁
美
子
ど
も

教
室
」「
中
央
公
民
館
子
ど
も
教

室
」「
笹
岡
水
曜
く
ら
ぶ
」
の
７

教
室
が
あ
り
ま
す
。
学
校
や
公

民
館
な
ど
を
利
用
し
、
算
数
教

室
や
地
域
の
自
然
を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
、
交
流

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
に
参
加
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
は
、
多
様
な
体
験
活
動

や
交
流
活
動
で
、
他
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
や
感
謝
の
気
持
ち

を
学
び
、
身
体
的
、
精
神
的
に

成
長
す
る
と
と
も
に
、
自
己
肯

定
感
を
育
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
子
ど
も
の
健
や
か
で
た
く
ま

し
い
成
長
の
た
め
に
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

　

遺
児
の
健
全
な
育
成
と
福
祉

増
進
の
た
め
、
市
内
在
住
の
遺

児
に
激
励
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

■ 

対
象
／
保
護
者
と
死
別
し
た

市
内
在
住
の
児
童

■ 

受
給
要
件
／
児
童
が
生
活
保

護
世
帯
ま
た
は
保
護
世
帯
に

準
ず
る
世
帯
に
属
し
て
い
る

こ
と

■ 

支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き

１
万
円

■ 

遺
児
激
励
金
の
種
類
と
支
給

時
期

・ 

入
学
激
励
金
（
４
月
）
…
小
・

中
学
校
入
学
時
に
支
給

・ 

卒
業
激
励
金
（
３
月
）
…
中

学
校
卒
業
時
に
支
給

・ 

保
護
者
死
亡
見
舞
金
（
随
時
）

…
小
・
中
学
校
在
学
中
に
保

護
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
支

給
■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
子
育

て
支
援
課

遺
児
激
励
金
支
給
申
請
の

お
知
ら
せ

○�ロコモチェック診断　　ミニ健康講話
■�開催日／3月4日㈪、6日㈬、12日㈫、15日㈮
■�時　間／午前10時～11時15分
■�定　員／各15人

○�体験レッスン（①健康体操、②初めてのヨガ、③簡単エアロ）
■�開催日／①3月7日㈭、②11日㈪、19日㈫、③13日㈬
■�時　間／午前10時～11時
　※動きやすい服装・室内シューズをご持参ください
■�定　員／各15人

○�親子運動あそび教室
■�開催日／3月5日㈫、20日㈬
■�時　間／午前10時30分～11時30分
■�対　象／歩きはじめ～2歳半まで　■�定　員／各15組

「あかいわハートフル太陽」オープンに先立ちプレイベントを開催
　4月1日㈪オープン予定の「あかいわハート
フル太陽」内にある「さんさん広場」は、地域
の皆さんが気軽に立ち寄り運動を楽しむことが
できる広場です。いつまでも安心して元気に暮
らすために、健康についての情報発信や交流、
さまざまな活動を行います。
　しっかり運動したい人はもちろんのこと、リ
ラックスをしたい人へもおすすめのプログラム
を用意しています。また、コミュニケーション
やスキンシップをとりながら親子の絆を深める
運動あそび教室は、育児中のパパ、ママのリフ
レッシュにおすすめです。
　ぜひお気軽にご参加ください。
　施設見学・相談会も開催しています。

●問い合わせ・申し込み先／OSKヘルスプロモーション　有吉　☎080（4779）7825

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。
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水
道
管
が
凍
る
と
水
道
が
使

え
な
く
な
る
ほ
か
、
修
理
費
や

水
道
料
金
が
高
額
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
凍
結
対
策
を
し

て
備
え
ま
し
ょ
う
。

■ 

凍
結
対
策

○ 

屋
外
の
蛇
口
や
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
部
な
ど

　

 

保
温
材
・
毛
布
な
ど
で
包
む

○ 

屋
内
の
蛇
口

　

 

寝
る
前
に
少
し
水
を
流
す
（
浴

槽
や
バ
ケ
ツ
な
ど
に
た
め
て
お
き
、

洗
濯
な
ど
に
お
使
い
く
だ
さ
い
）

○ 

空
き
家
や
倉
庫
な
ど
普
段
水

道
を
使
わ
な
い
場
合

　

 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水

栓
を
閉
め
て
お
く
（
宅
地
内
の

漏
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
）

■ 

水
道
が
凍
っ
た
と
き

　

 

蛇
口
を
開
け
て
自
然
に
溶

け
る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
た

部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け

て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

■ 

水
道
が
破
裂
し
た
と
き

　

 

破
裂
し
た
部
分
を
確
認
し
、

ご
家
庭
の
水
道
の

凍
結
対
策
に
つ
い
て

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、

市
の
指
定
す
る
水
道
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
く
ら
し
・
手
続
き
」

で
確
認
で
き
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
上
下

水
道
課

　

市
内
に
あ
る
多
く
の
用
水
路

は
、
農
業
用
水
や
浸
水
被
害
の

軽
減
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
日
々

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
小
さ
な
用
水

路
で
も
、
誤
っ
て
転
落
す
る
と

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

転
落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

以
下
の
点
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

▽ 

携
帯
端
末
な
ど
を
見
な
が
ら
の

歩
行
や
自
転
車
運
転
を
し
な
い

▽ 

夜
間
は
必
ず
明
か
り
を
持
つ

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
ご
自
身
の
身
を
守
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

住
み
慣
れ
た
町
で
安
全
に
暮
ら

し
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
建
設
課

用
水
路
へ
の
転
落
に
注
意
！

＜ブロック塀の点検チェックポイント（国土交通省作成）＞
□ 塀は高すぎないか
　 …高さは地盤から2.2m以下か

□ 塀の厚さは十分か
　 …厚さは10㎝以上か（高さが2超～2.2mの場合は15㎝以上）

□ 控え壁はあるか（高さ1.2mを超える場合）
　 …高さ3.4m以下ごとに、塀の高さの1/5以上突出した控え壁があるか

□ 基礎があるか
　 …コンクリートの基礎があるか

□ 塀は健全か
　 …塀に傾き、ひび割れはないか

□ 塀に鉄筋は入っているか
　 … 塀の中に直径9㎜以上の鉄筋が、縦横とも80㎝間隔以下で配筋されていて、縦筋は壁頂部および基礎の横筋に、横

筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされているか。基礎の根入れの深さは30㎝以上か。（塀の高さが1.2m超えの場合）

　ブロック塀のうち、基準に適合しないものや老朽化により破損しているものは、地震時に倒壊す
る恐れがあり、危険とされています。あなたの家のブロック塀について、下記の点検項目を参考に、
安全点検を行ってください。もし、点検項目に一つでも該当している場合は、専門家と相談し、補
修や撤去などの改善を行ってください。

■問い合わせ先／本庁建設課

ブロック塀の安全点検を行ってください！

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

情 報 ボ ッ ク ス
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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市
立
幼
稚
園
に
勤
務
す
る
幼

稚
園
臨
時
教
諭
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
職
員
採
用
情
報
欄
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
た
人
が
、
職
場
や
家
族
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
は
、

受
診
す
る
医
療
機
関
に
職
場
の

健
康
保
険
に
変
更
す
る
こ
と
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
新
し
い
保

険
証
を
受
け
取
り
後
、
早
急
に
、

市
役
所
の
担
当
窓
口
で
国
保
資

格
喪
失
（
国
保
の
保
険
証
を
返

す
）
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

医
療
費
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
皆
さ
ん
が
支
払
う
自
己
負

担
分
以
外
を
、
受
診
日
当
日
に

加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
が
負

担
し
て
い
ま
す
の
で
、
職
場
の

健
康
保
険
の
加
入
日
以
後
に
、

国
保
の
保
険
証
で
受
診
し
て
い

た
場
合
は
、
国
保
が
負
担
し
た

幼
稚
園
臨
時
教
諭
募
集

国
保
の
資
格
喪
失
後
に
受
診

し
た
医
療
費
の
返
還
に
つ
い
て

医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

返
還
が
必
要
な
場
合
は
、
受

診
者
ま
た
は
世
帯
主
あ
て
に
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
国
保
年
金
班
、
各
支
所
市

民
生
活
課

　

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
、

そ
の
課
税
地
は
軽
自
動
車
な
ど

を
常
時
置
い
て
い
る
市
町
村
と

な
っ
て
い
ま
す
（
乗
用
型
農
業

用
機
械
も
税
の
対
象
で
す
）。

　

次
の
場
合
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
変
更
な
ど
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を

行
わ
な
い
と
、
引
続
き
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○ 

所
有
者
・
車
両
と
も
赤
磐
市

か
ら
転
出
し
て
い
る
場
合
↓

新
住
所
地
へ
登
録
変
更

○ 

他
人
に
譲
渡
し
た
が
、
名
義

変
更
の
手
続
き
が
で
き
て
い

な
い
場
合
↓
新
所
有
者
へ
名

義
変
更

○ 

死
亡
し
た
人
の
名
義
の
ま
ま

原
動
機
付
自
転
車・軽
自
動
車

な
ど
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

に
な
っ
て
い
る
場
合
↓
新
所

有
者
へ
名
義
変
更

○ 

す
で
に
使
用
し
て
い
な
い
場

合
↓
廃
車

○ 

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
↓
警
察

に
盗
難
届
を
出
し
た
後
に
廃

車
（
盗
難
届
だ
け
で
は
課
税

さ
れ
続
け
ま
す
）

■ 

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

○ 

原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量

１
２
５
㏄
以
下
）
お
よ
び
小

型
特
殊
自
動
車

・ 

本
庁
税
務
課
市
民
税
班
、
各

支
所
市
民
生
活
課

○ 

二
輪
車
（
排
気
量
１
２
５
㏄

を
超
え
る
も
の
）

・ 

中
国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局

　
☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
２

○
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車

・ 

軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事

務
所

　
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
４

　

４
月
29
日
㈪
に
任
期
満
了
を

迎
え
る
岡
山
県
議
会
議
員
（
赤

岡
山
県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

磐
市
選
挙
区
）
の
立
候
補
届
出

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
当
日
は
、
立
候
補
届
出
に

必
要
な
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、立
候
補
予
定
者
（
関
係
者
）

は
、
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時
／
２
月
12
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜

　
（
受
付
は
午
後
１
時～

）

■ 

場
所
／
本
庁
２
階
第
１
会
議

室
■ 

持
ち
物
／
印
鑑
（
代
表
者
１

人
）

※ 

出
席
者
は
立
候
補
予
定
者
１

人
あ
た
り
３
人
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

　

本
庁
市
民
課
で
は
、
窓
口
の

混
雑
緩
和
と
ス
ム
ー
ズ
な
ご
案

内
、
待
ち
時
間
を
快
適
に
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
窓
口
番

号
案
内
や
行
政
情
報
と
広
告
を

掲
出
す
る
大
型
モ
ニ
タ
ー
、
受

付
の
た
め
の
番
号
発
券
機
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
運
用

を
開
始
し
ま
す
。

　

住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
各
種

証
明
書
の
受
付
か
ら
交
付
ま
で

本
庁
市
民
課
に
窓
口
番
号
案
内

表
示
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す

を
自
動
音
声
と
大
型
モ
ニ
タ
ー

の
番
号
表
示
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

運
用
開
始
日
／
２
月
４
日
㈪

（
予
定
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
市
民

課
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

　

ド
イ
ツ
の
森
で
は
、
日
頃
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
憩
い
の
場

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
、
３
月
１
日
㈮
か
ら
赤
磐
市

民
の
入
園
料
を
全
日
無
料
と
し

ま
す
。

　
ご
来
園
の
際
に
、
入
場
チ
ケ
ッ

ト
売
り
場
で
、
赤
磐
市
民
で
あ

る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
を

必
ず
ご
提
示
く
だ
さ
い
。（
免
許

証
や
保
険
証
、
ご
本
人
宛
の
郵

便
物
な
ど
）

　

余
暇
活
動
や
健
康
促
進
・
生

涯
学
習
の
場
と
し
て
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ
先

・ 

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
１

岡
山
農
業
公
園
ド
イ
ツ
の
森

赤
磐
市
民
全
日
入
園
料
無
料

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。
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「明るく元気な周匝っ子！」
　周匝保育園は、小規模園ですが、異年齢の園児のかかわりを大切にしながら、元気いっぱい過ごしています！
◆園の取り組み
　子どもたち一人ひとりが、わくわくどきどきできるような
環境のなかで、自分からさまざまなことにかかわろうとする
力が育つ保育を目指しています。
◆自然との触れ合い
　周りの自然に触れ、いろいろな人と一緒にさまざまな体験
をしながら、豊かな感性が育ってくれることを願っています。

◆家庭と共に
　ご家族の思いに寄り添い、一緒に悩んだり、考えたりしな
がら、子どもたちを育てていきたいと思っています。
◆地域との交流
　地域の皆さんに支えられ、さまざまな体験を一緒にさせて
いただいています。

○健康と安全を保ちながら体力をつくる。	 ○基本的社会的生活の習慣と態度を身に付ける。
○自己を生かして意欲的創造的に遊びに取り組む。	 ○いたわりや感謝の気持ちをもって心の結びつきを深める。保育目標

周匝保育園№4
所在地 周匝1549　 園児数 26人 園長　髙田牧子

保育園は、命を育み学ぶ意欲を育てます。

市内の小中学校、
幼稚園、保育園、
こども園を紹介します！

　
「
片
付
け
た
い
け
ど
モ
ノ
が
多
く
て
な
か

な
か
片
付
か
な
い
…
」「
何
か
ら
片
付
け
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
」
と
い
う
人
に

お
す
す
め
！
き
れ
い
を
キ
ー
プ
す
る
コ
ツ

を
整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
楽
し
く
お

伝
え
し
ま
す
！

　
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い
の
上
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

■ 

日
時
／
２
月
24
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■ 

場
所
／
中
央
公
民
館　
展
示
講
座
室

■ 

講
師
／
山
藤
美
幸
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
モ
ノ
コ
ミ
ュ
研
究
所　
代
表
理
事
）

■ 

対
象
／
ど
な
た
で
も

■ 

定
員
／
30
人

■ 

参
加
費
／
無
料

■ 

申
し
込
み
／
必
要
（
電
話
可
）

■ 

問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
く
ら
し
安
全
課

消
費
生
活
講
座

～
く
ら
し
の
得
学
み
つ
け
ま
せ
ん
か
？
～

部
屋
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
！

家
庭
の
３
Ｓ（
整
理・収
納・掃
除
）

き
ほ
ん
講
座

知
っ
得

山藤 美幸さん

＼ I N F O R M A T I O N  &  C O L U M N ／

コ ラ ム
●このコーナーでは、暮らしに役立つ情報やコラムを掲載しています。
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健
康
増
進
課

わ
た
し
と
あ
な
た
の
健
康
（
第
１
１
０
回
）

　
冬
場
に
な
る
と
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激
な

温
度
差
に
よ
り
血
圧
が
大
き
く
変
動

す
る
こ
と
で
、
失
神
や
脳
梗
塞
・
心

筋
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
身
体

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
す
。
入

浴
中
に
年
間
１
万
７
千
人
も
の
人
が

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
命
を
落
と

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
だ
続
く
寒
い
日
の

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぎ
、
安
全
に

過
ご
す
た
め
の
対
策
を
５
つ
紹
介
し

ま
す
。

脱
衣
所
や
浴
室
は
暖
か
く
、
湯
温
は

41
℃
以
下

　
暖
房
器
具
を
使
っ
て
脱
衣
所
や
浴

室
を
暖
め
ま
し
ょ
う
。
暖
房
が
な
い

場
合
は
、
浴
室
を
開
け
て
シ
ャ
ワ
ー

か
ら
浴
槽
に
お
湯
を
は
っ
た
り
、
浴

槽
の
ふ
た
を
開
け
て
湯
気
で
暖
め
た

り
す
る
と
温
度
差
が
小
さ
く
な
り
ま

す
。

夕
食
・
飲
酒
直
後
や
体
調
の
悪
い
時

に
は
、
入
浴
を
控
え
よ
う

　
夕
食
・
飲
酒
直
後
、
薬
物
（
睡
眠

家
の
温
度
差
に
ご
用
心
！

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ご
う

薬
な
ど
）
の
服
用
後
は
、
血
圧
が
下

が
り
や
す
い
の
で
、
食
後
１
時
間
以

上
あ
け
て
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。
入
浴

前
後
の
水
分
補
給
も
有
効
で
す
。

家
族
の
い
る
時
に
入
浴
し
、
見
回
っ

て
も
ら
お
う

　
入
浴
中
に
体
調
の
変
化
が
あ
っ
た

場
合
、
早
期
に
対
応
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
家
族
が
い
る
場
合
は
、
入

浴
前
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
は
便
座
が
ポ
イ
ン
ト

　
便
座
は
暖
房
装
置
や
便
座
カ
バ
ー

を
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
起
き

て
ト
イ
レ
に
行
く
時
は
上
着
や
靴
下

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
管
理
を
し
よ
う

　
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
が
あ
る
人
は
、
日
頃
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
症
状
が
悪
化
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
こ
の
冬
は
暖
か
く
し
て
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
や
組
織

な
ど
、
地
域
の
社
会
資
源
を
利
用
し

て
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
に
し
て

い
け
ば
よ
い
の
か
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
予
防
は
、

「
元
気
で
い
る
た
め
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
心
身
機
能
の

向
上
を
目
指
す
」、
と
い
う
狭
い
と
ら

え
方
で
は
な
く
、「
地
域
で
活
動
す
る

こ
と
が
自
分
自
身
の
介
護
予
防
に
つ

な
が
る
」
と
い
う
広
い
と
ら
え
方
で
、

高
齢
者
自
ら
、
自
分
た
ち
の
思
い
を

実
現
で
き
る
集
い
の
場
や
居
場
所
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、介
護
の
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
使
い
な
が
ら
、
地
域
の
サ
ロ
ン

や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
通
い
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
っ
た
地
域
づ

く
り
も
大
切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
運
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
認

知
症
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
生
活
支

援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
い
き
い
き

百
歳
体
操
・
さ
ん
さ
ん
カ
フ
ェ
な
ど

の
集
い
の
場
の
開
催
、
支
え
合
い
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
暮
ら
し
の
困
り
ご
と

を
地
域
で
支
え
合
う
、
高
齢
者
も
含

め
た
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮

し
て
、
地
域
の
力
と
な
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
皆
さ

ん
も
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
介
護
保
険
課

こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
（
第
34
回
）

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、9ページの電話番号一覧をご覧ください。
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■2月のスケジュール�（○=プール一般開放）��

時間帯
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

山
　
陽

10:00-20:30 ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○ ○ ○ 休
館
日

○ ○
13:00-20:30 ○ ○ ○
10:00-16:30 ○ ○ ○ ○ ○

吉
　
井

アリーナ他 ○ ○ ○
休
館
日
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

休
館
日
○ ○ ○ ○ ○

休
館
日
○ ○ ○ ○ ○ ○

休
館
日
○ ○ ○

屋内プール 3月31日まで休みます。

＜スポーツ施設利用案内＞ 
山陽ふれあい公園 ■開館時間／午前9時〜午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎955-4432　

■利用料金／◦ プール…高校生以上400円、中学生以下200円　◦ トレーニングルーム…300円

吉 井 B & G
海 洋 セ ン タ ー

■開館時間／午前9時〜午後9時（日曜日・祝日 午後5時）　　■問い合わせ先／☎954-2323
■利用料金／◦プール…高校生以上200円、中学生以下100円　◦トレーニングルーム…200円

グラウンド・ゴルフ場 ■開館時間／午前8時30分〜午後4時30分（冬季）〈休業日：月曜日〉　　■問い合わせ先／☎955-6657
■利用料金／◦市内の人…300円／日、10,000円／年　◦市外の人…500円／日、15,000円／年

市内で開催された大会の結果、イベントの参加者募集告知、
全国大会の出場者などをお知らせします。

詳細や不明な点などは左記までお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

スポーツ大会・イベントの情報教育委員会スポーツ振興課
（中央公民館2階）

☎955-0738／FAX955-6060

第
19
回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県

対
抗
11
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

（
福
井
県
）

◦
磐
梨
中
学
校

〈
女
子
〉

 

岩
井　

麻
衣
、
杉
本　

雪
流
、

 

鷲
見
さ
く
ら
、
行
本　

愛
悠
、

 

小
野
田
恋
子
、
岡
本　

来
梅
、

 

上
月　

彩
寧
、
中
山　

涼
花

〈
男
子
〉

 

西
澤　

琢
登
、
山
田　

碧
海
、

 

川
井　

慶
仁
、
三
宅　

鉄
生
、

 

三
宅　
　

心
、
岩
井　

雄
也
、

 

横
林　

直
憲

全
国
大
会
出
場

※ 

全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。︿
敬
称
略
﹀

第
７
回
赤
磐
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

協
会
長
杯

■ 

開
催
日
／
12
月
８
日

■ 

場
所
／
赤
坂
公
民
館

■ 

参
加
人
数
／
29
人

〈
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
長
杯
〉

◦
小
山　

瑤
子
︵
可
真
上
︶

〈
10
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
︙
有
松　

一
義

　
　
　
　
　
︵
周
匝
︶

◦
準
優
勝
︙
黒
島　

通
子

　
　
　
　
　
︵
桜
が
丘
西
８
︶

結
　
果

〈
９
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
︙
竹
内　

喜
由

　
　
　
　
　
︵
周
匝
︶

◦
準
優
勝
︙
久
道　

栄
一

　
　
　
　
　
︵
上
市
︶

〈
８
・
７
・
６
ｍ
の
部
〉

◦
優　

勝
︙
小
山　

瑤
子

　
　
　
　
　
︵
可
真
上
︶

◦
準
優
勝
︙
牧
田　

増
男

　
　
　
　
　
︵
山
陽
５
︶

2019年のチャレンジデーは、
5月29日㈬です。

　チャレンジデーは、対戦相手の自治体と、
1日に15分以上スポーツに取り組んだ市民
の割合を競うものです。29日の午前0時か
ら午後9時までの間、市内で15分以上体を
動かせば誰でも参加できます。1人でも多
くの市民の皆さんに参加いただき、ご自身
の健康づくりと赤磐市の勝利にご協力くだ
さい。
　2月下旬には、今年の対戦自治体が決定
します。

■問い合わせ先／スポーツ振興課
　　　　　　　　☎（955）0738
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１月より土曜日に硬式テニススクールを開講しています。ラケットは無料で貸出をします。下記◆をご覧ください。

山陽ふれあい公園 ～2月から参加できる運動教室 参加者募集～ ｜ ☎955-4432

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

SLOWピラティス① 火 9：10~ 9：55 15人 呼吸を意識して姿勢改善し、からだのゆがみを矯正します。

SLOWピラティス② 火 10：05~10：50 15人 呼吸を意識して姿勢改善し、からだのゆがみを矯正します。

脂肪燃焼エクササイズ 火 11：10~12：00 15人 有酸素運動と筋コンディションで脂肪燃焼。

太極拳 火 15：10~16：10 15人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性を養います。

ダンス教室（中学生~高校生） 火 19：00~20：30 15人 中学生・高校生を対象にしたダンス教室です。

ボディパンプ 火 19：30~20：30 20人 音楽に合わせて楽しく筋トレ。シェイプアップ。

わくわくエアロ 水 10：15~10：55 15人 音楽に合わせて無理なくからだを動かします。

やさしい筋調整ヨガ 水 11：00~12：00 15人 柔軟性・筋力を高め、バランスのよいからだに導きます。

【新教室】かんたんタオル体操 水 13：00~13：30 15人 タオルを使った体操と簡単なヨガでリフレッシュ。

ストレッチ 木 9：15~ 9：45 15人 リラックス&柔軟性アップ。

はじめてエアロ 木 10：00~10：40 15人 簡単なステップを中心にシェイプアップ。

ヨガ（リフレッシュ） 金 18：45~19：45 15人 体幹を引き締める効果もある教室です。

子どもリトミック（0歳~3歳） ◎ 金 10：00~11：00 10人 音楽を楽しみながら、情操を養います。

カワイ体操教室（年中~年長） ◎ 金 16：00~17：00 15人
マット運動や跳び箱で基礎的な運動能力を身に付けます。

カワイ体操教室（小学生） ◎ 金 17：30~18：30 15人

ヨガ瞑想 土 9：15~10：15 15人 運動・呼吸・瞑想・香りの効果でリラックス。

硬式テニススクール（一般） ◆ 土 19：00~20：30 10人 16歳以上のテニスをやったことのある人にお勧めです。

硬式テニススクール（キッズ） ◆◎ 土 13：00~14：00 6人 5歳~8歳対象です。初めての人大歓迎です。

硬式テニススクール（ジュニア） ◆◎ 土 14：30~15：30 10人 8歳~15歳対象です。初めての人大歓迎です。

硬式テニススクール（経験者） ◆◎ 土 16：00~18：00 12人 8歳~15歳のテニス経験者対象です。

アクアビクス ★ 火 13：45~14：15 15人 プールの中で音楽に合わせて楽しく動きます。

アクアウォーキング ★ 水 13：15~13：45 15人 プールの中で楽しく歩きます。

はじめてのクロール ★ 水 14：30~15：00 10人 クロールをマスターしたい人にお勧め

スイム中級 ★ 木 19：00~19：40 10人 4種目の泳法マスターを中心にレッスン。

◎…子ども向け教室（それ以外は大人〈16歳以上〉向け教室）　★…プールでの水泳教室 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

教　室　名 曜日 時　　間 定員 内　　　　容

太極拳 第2・4火 １９：３０～２０：５０ 20人 太極拳の型を重視し、筋力の柔軟性、身体バランスを養います。

らくらく体操 第1・3木 １３：２０～１４：００ 20人 イスに座った姿勢で肩こり、腰痛等の改善・予防につながるストレッチ等を行います。

ヨガ 木 ２０：００～２０：５０ 20人 ヨガの正しいポーズや呼吸で、からだの調整を図ります。

ズンバ・Ｂ.コンディション 金 １９：３０～２０：５０ 20人 ラテンの音楽に合わせダンスするエクササイズです。からだのコンディションを整えます。

 ※教室の日程・内容などは都合により変更することがあります。

初めてでも気軽に参加できます。自然あふれる吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターで、一緒に楽しくからだを動かしてみませんか。

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター ～スポーツ教室 参加者募集～ ｜ ☎954-2323

各スポーツ施設で開催している教室などをピックアップしてご紹介します。
この他にもたくさんの教室があります。
下記の各施設連絡先までお気軽にお問い合わせください。

S P O R T S  I N F O R M A T I O N

ス ポ ー ツ 教 室・講 座 の 紹 介
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■各公民館の住所・問い合わせ先
　○中央公民館 （下市337 ／ ☎955-0069）
　○西山公民館 （西中220-1 ／ ☎955-0777）
　○赤坂公民館 （町苅田507 ／ ☎957-2211）
　○熊山公民館 （松木623 ／ ☎995-1360）

○高月公民館 （穂崎848-1 ／ ☎086-229-9777）
○山陽公民館 （山陽1-10 ／ ☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9 ／ ☎957-2214）
○吉井公民館 （周匝136-1 ／ ☎954-1379）

※講座の受け付けは、各館とも午前9時からです。（電話での申し込み可）　 ※定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
※この公民館情報は、市ホームページ（http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html）でもご覧いただけます。

も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
シ
ー
ズ
ン
Ⅴ
）

第
４
回「『
糸
ボ
タ
ン
』を
つ
く
ろ
う
」

　

ア
ル
ミ
の
リ
ン
グ
に
糸
を
巻

い
て
ボ
タ
ン
を
作
り
ま
す
。

■�

日
時
／
２
月
10
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■�

講
師
／
加
藤
喜
代
美
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
10
人

■�
参
加
費
／
５
０
０
円
︵
材
料
費

含
む
︶

■�

持
ち
物
／
糸
切
り
ば
さ
み

■�

申
し
込
み
／
受
付
中

る
ん
る
ん
エ
コ
講
座

～
鹿
革
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作

ろ
う
！
～

　

駆
除
さ

れ
た
鹿
の

革
を
使
っ

て
素
敵
な

ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
２
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■�

場
所
／
エ
コ
プ
ラ
ザ
あ
か
い

わ
︵
赤
磐
市
環
境
セ
ン
タ
ー
︶

■�

講
師
／
高
山
雅
子
さ
ん

■�

対
象
／
一
般

中
央
公
民
館

■�

定
員
／
10
人

■�

参
加
費
／
６
０
０
円

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

２
月
思
い
出
作
り
教
室

～
元
気
に
友
だ
ち
と
遊
ぼ
う
～

「
あ
い
さ
つ
、
は
き
も
の
は
く
つ

箱
に
、
遊
ん
だ
後
は
片
付
け
て
」

　

一
人
ひ
と
り
が
守
っ
て
楽
し

い
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
！ 

■�

日
時
／
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

　

午
後
４
時
～
５
時

※ 

火
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
は
教

室
を
休
み
ま
す

■�

対
象
／
幼
児
、
小
学
生
、
一
般

■�

定
員
／
な
し

■�

参
加
費
／
無
料

■�

申
し
込
み
／
不
要
︵
期
間
中
何

回
で
も
利
用
で
き
ま
す
︶

親
子
の
広
場

　

読
み
聞
か
せ
や
親
子
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
２
月
18
日
㈪

　

午
前
10
時
～
正
午

■�

講
師
／
高
見
博
子
さ
ん
︵
親
子

あ
そ
び
︶
ほ
か

■�

対
象
／
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■�

定
員
／
50
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

西
山
公
民
館

第
74
回
ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
新
春　

邦
楽
の
調
べ　

～
尺
八

と
筝
・
三
弦
の
饗
宴
～
」

■�

日
時
／
２
月
23
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時

　
︵
開
場
︙
午
後
１
時
30
分
︶

■�

出
演
／
生
田
流
筝
曲
会
員
、
都

山
流
尺
八
会
員

■�

曲
目
／
編
曲｢

み
だ
れ｣

、
小

川
の
ほ
と
り
に
て
、
こ
と
う
た

｢

四
季｣

、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
曲｢

さ

ん
ぽ｣

ほ
か

■�

対
象
／
乳
幼
児
～
一
般

■�

入
場
料
／
無
料

■�

申
し
込
み
／
不
要

バ
レ
ン
タ
イ
ン
講
座

　

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
和

菓
子
︵
桜
餅
︶
を
贈
り
ま
せ
ん

か
？

■�

日
時
／
２
月
12
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

■�

講
師
／
日
笠
當
子
さ
ん

■�

参
加
費（
材
料
代
）／
３
０
０
円

■�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
マ
ス
ク
、
手
拭
き

■�

対
象
／
一
般

■�

定
員
／
10
人

■�
申
込
開
始
日
／
１
月
28
日
㈪

山
陽
公
民
館

そ
ば
亭 

「
や
よ
い
」

　

寒
い
冬
に
あ
つ
あ
つ
「
け
ん
ち

ん
蕎
麦
」
で
温
ま
り
ま
せ
ん
か
？

ご
来
店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■�

日
時
／
２
月
18
日
㈪

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

■�

定
員
／
40
人

■�

参
加
費
／
そ
ば
４
０
０
円
︵
限

定
40
食
︶

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

第
14
回
山
陽
公
民
館
ま
つ
り

　

公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
作
品
展
示
・
体
験
や
舞

台
発
表
を
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
人
気
の
飲
食

店
や
お
茶
席
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■�

日
時
／
３
月
２
日
㈯ 

午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
、
３
月
３

日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

味
噌
作
り
教
室

　

日
本
の
伝
統
発
酵
食
品
の
１

つ
で
あ
る
味
噌
に
つ
い
て
学
び
、

手
作
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■�

日
時
／
２
月
23
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時

■�

講
師
／
塩
出
悦
子
さ
ん

高
月
公
民
館

公 民 館 講 座 のご案 内
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■�

対
象
／
一
般
︵
親
子
歓
迎
︶

■�

定
員
／
14
人

■�
参
加
費
／
１
３
０
０
円
︵
味
噌

約
1.7
㎏
分
︶

■�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

子
ど
も
広
場
絵
本
読
み
聞
か
せ
教
室

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
、
友
達

と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■�

日
時
／
３
月
４
日
㈪

　

午
前
10
時
～
11
時

■�

講
師
／
吉
澤
佳
子
さ
ん

■�

対
象
／
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■�

定
員
／
60
人

■�

参
加
費
／
無
料

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」

～
山
野
の
鳥
～

　

殿
谷 

大
倉
団
地
で
山
野
の
鳥

を
観
察
し
よ
う
！

■�

日
時
／
２
月
16
日
㈯

　

午
前
９
時
～
11
時

■�

集
合
場
所
／
大
倉
団
地
西
側

入
口

■�

対
象
／
幼
児
～
一
般
︵
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
︶

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
防
寒
着
、双
眼
鏡
︵
あ
れ
ば
︶

熊
山
公
民
館

■�

申
込
開
始
日
／
２
月
４
日
㈪

ラ
ッ
ピ
ン
グ
教
室

　

今
年
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ッ
ピ

ン
グ
で
気
持
ち
を
伝
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

■�

日
時
／
２
月
９
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

■�

場
所
／
熊
山
公
民
館 

２
階
講
座
室

■�

対
象
／
小
学
生
～
一
般

■�

定
員
／
15
人

■�

参
加
費
／
５
０
０
円
︵
材
料
費

含
む
︶

■�
申
込
開
始
日
／
２
月
１
日
㈮

無
料
観
望
会
（
竜
天
天
文
台
）

　

月
あ
か
り
が
な
く
、
た
く
さ
ん

の
星
や
、
淡
く
な
か
な
か
見
ら
れ

な
い
冬
の
天
の
川
が
見
ら
れ
ま

す
。
天
体
望
遠
鏡
な
ら
で
は
の
、

さ
ま
ざ
ま
な
星
雲
・
星
団
を
見
ま

し
ょ
う
。

■�

日
時
／
２
月
２
日
㈯

　

午
後
６
時
～
９
時

※ 

曇
天
な
ど
の
観
測
で
き
な
い

場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。

■�

場
所
／
竜
天
天
文
台
公
園

■�

対
象
／
一
般

■�

参
加
費
／
無
料

■�

持
ち
物
／
防
寒
具

■�

申
し
込
み
／
不
要

吉
井
公
民
館

「岡山シーガルズを応援する会」会員募集中!!
　岡山シーガルズを応援する会は、V.LEAGUEに所
属する女子バレーボールチームの中で数少ない市民ク
ラブチームである「岡山シーガルズ」を応援する公式
ファンクラブです。会員になると、ファン感謝会への
招待やチームグッズの割引などが受けられます。ファ
ンのみなさん一人ひとりの応援が岡山シーガルズを支
えています。会員になって、みんなで岡山シーガルズ
を応援しよう！

岡山シーガルズの2月の試合
月日 対戦相手 試合会場

2月 2日㈯ デンソーエアリービーズ 福島県郡山市
宝来屋郡山総合体育館

2月 9日㈯ デンソーエアリービーズ 富山県黒部市
黒部市総合体育センター2月10日㈰ 久光製薬スプリングス

2月16日㈯ NECレッドロケッツ 岡山県岡山市
ジップアリーナ岡山2月17日㈰ 埼玉上尾メディックス

　赤磐市を練習拠点とする岡山シー
ガルズは、今シーズンV.LEAGUE 
DIVISION1（V1リーグ）に参戦し、
各地で激しい闘いを繰り広げていま

す。2月16日、17日には、ジップアリーナ岡山で岡山大会
が開催されます。

　岡山シーガルズには、全日本代表チームに選出された経
験のある選手が何人も所属しています。トップクラスの選
手の技術や気迫あふれるプレーに圧倒されるでしょう。
　V1リーグのレギュラーラウンドも終盤となり、今シーズ
ン最終のホームゲームである2月の岡山大会では、最多出
場セット数日本記録を更新中の山口選手の最多出場試合
数の日本記録更新がかかった試合です。
　ぜひ会場で岡山シーガルズをみんなで応援しよう！
　チケットの購入方法など、詳しくは下記のお問い合わせ
先におたずねいただくか、岡山シーガルズのホームページ
をご覧ください。

◦Vリーグ岡山大会実行委員会
　☎086︲230︲5572
　岡山シーガルズホームページ
　http://okayama.v-seagulls.co.jp/
◦岡山シーガルズを応援する会事務局
　☎086︲230︲1580
　岡山シーガルズを応援する会ホームページ
　http://okayama.v-seagulls.co.jp/fanclub/index.html

　お問い合わせ先

岡山シーガルズを応援しよう！

公 民 館 講 座 のご案 内
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●赤磐市の人口 （平成31年1月1日現在）

人　口 44,303 人 （ － 2 ）
男　性 21,282 人 （ － 9 ）
女　性 23,021 人 （ ＋ 7 ）
世帯数 18,318 世帯 （ ＋18 ）

　※（　）は12月1日との差

●平成30年12月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成30年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（5）

0
（3）

0
（1）

0
（9）

0
（18）

9
（104）

48
（706）

16
（174）

14
（131）

87
（1115）

東出
張所

0
（2）

0
（2）

0
（1）

0
（5）

0
（10）

6
（49）

25
（264）

5
（86）

3
（59）

39
（458）

北出
張所

1
（1）

0
（1）

0
（1）

0
（1）

1
（3）

4
（30）

10
（143）

5
（34）

1
（24）

20
（231）

計 1
（8）

0
（6）

0
（3）

0
（15）

1
（32）

19
（183）

83
（1113）

26
（294）

18
（214）

146
（1804）

●平成30年12月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉 （赤磐警察署調べ）
総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数

30年12月中 110 12 0 0 13 98 
29年12月中 104 9 0 3 8 95 
増 減 6 3 0 -3 5 3 
30年12月末 1,109 90 2 11 99 1,019 
29年12月末 1,050 120 2 10 127 930 
増 減 59 -30 0 1 -28 89 

●2月の休日当番医 （窓口受付 9:00～17:00）

3日㈰
こやま小児科 ☎９５8-５０５６
吉井外科内科クリニック ☎０８６-９５２-３３３１

10日㈰
うえの内科小児科医院 ☎９５６-０５０５
マスカット整形外科 ☎０８６-２２９-２６１１

11日㈪
あまの耳鼻咽喉科医院 ☎９５５-８１９１
鈴木医院 ☎０８６-９５２-０２０５

17日㈰
桜が丘クリニック ☎９５５-８０２５
石原医院 ☎０８６-９５２-０１６２

24日㈰
熊山診療所 ☎９９５-１２５１
ますだ眼科クリニック ☎９５８-５５５８

※■は公益社団法人赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域の医療機関です。
　当番医については12月21日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。
<問い合わせ先> 本庁健康増進課 ☎955-1117

ちょっとだけ あなたのそばで 寄りそうよ

うんてんしゅさん スマホ見ないで 前見てね

今 月 の 標 語
人権啓発

交　通

●2月の保険料を期限内に納めましょう

介 護 保 険 料 9期

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 8期

※期限は2月28日まで

●今月の相談 （相談は無料で秘密は堅く守られます）

相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

無料法律 ※要予約
　岡山弁護士会所属弁護士
　奥田 哲也 ・ 賀川 進太郎

2月1日㈮
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

巡回無料法律 ※要予約
 岡山弁護士会所属弁護士
 小川 真吾

2月20日㈬
午前10時～午後3時

赤坂支所
別館2階会議室

赤坂支所市民生活課
☎957-2226

なやみごと（人権）
　相談員…人権擁護委員

行政
　相談員…行政相談委員

2月6日㈬
午後1時～4時

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・協働推進班
☎955-1114

2月6日㈬
午前10時～午後3時 赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課

☎957-2226

2月1日㈮
午前10時～正午

熊山支所2階
会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

あかいわ健康・急病
相 談 ダ イ ヤ ル

 経験豊富な看護師・保健師などが健康に
関する相談に、24時間年中無休で、きめ
細かくアドバイスします。
※ プライバシーは厳守されるシステムになってい

ますので、安心してご相談ください。
※ 携帯電話、PHSからの通話は可能ですが、非通

知設定の電話、公衆電話からの相談は受けるこ
とができませんのでご注意ください。

●この電話健康相談に関する問い合わせ先
　本庁健康増進課 ☎955-1117

０
（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

１２０-１
い い わ

１８-３
み よ う よ

８４

LIFECALENDAR
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●2月の健診・定期救急講習など
1 金 　

2 土 ㊡桜が丘出張所

3 日 　

4 月 ㊡山陽郷土資料館

5 火 1歳6か月児健康診査

6 水 2歳6か月児歯科健診
㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

7 木 　

8 金 ★犯罪ゼロの日

9 土 ㊡桜が丘出張所

10 日 ★交通安全日 ★交通事故・交通違反ゼロの日

11 月 ㊡山陽郷土資料館、桜が丘出張所

12 火 　

13 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

14 木 　

15 金 3歳児健康診査

16 土 ㊡桜が丘出張所

17 日 　

18 月 ㊡山陽郷土資料館

19 火 乳児健康診査

20 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所
★交通事故・交通違反ゼロの日

21 木 育児相談

22 金 　

23 土 ㊡桜が丘出張所

24 日 定期救急講習（赤磐市消防署東出張所会議室）9:00～12:00

25 月 ㊡山陽郷土資料館
★交通安全日

26 火 　

27 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター、桜が丘出張所

28 木 　

　平成30年度の健診日程・対象者などについては、市
ホームページや市内保育園、幼稚園、子育て支援セン
ターでご確認いただけます。
　また、平成30年度子どものけんこうカレンダーは、
本庁健康増進課または各支所健康福祉課にあります
ので、ご利用ください。

■次回健診などの日程
・乳児健康診査…………3月19日㈫
・1歳6か月児健康診査…3月5日㈫
・2歳6か月児歯科健診…3月6日㈬
・3歳児健康診査…………3月12日㈫
・育児相談（山陽保健センター）…3月14日㈭

備
び ぜ ん

前 国
こ く ぶ ん じ

分 寺 跡
あと

（国指定史跡）
　鎌倉時代の石

せきぞう

造七
しちじゅうそうとう

重層塔が現存する「備前
国分寺跡」は、実はとても貴重な史跡です。
　国分寺は、奈良時代、仏教の力で苦難を鎮

しず

めようとする聖武天皇により、全国60余
よ

国
こく

に
建
こんりゅう

立されました。今でもその跡を確認できる
ほか、出土品やそれにまつわる歴史は山陽郷
土資料館で紹介しています。建物は現存して
いませんが、山や空が成す荘厳な風景の中、
太 古 の 歴
史 に 思 い
を馳せてみ
て は い か
がでしょう
か。

■場所／赤磐市馬屋
■問い合わせ先／山陽郷土資料館
　　　　　　　　☎086-955-0710

ス ッ 紹ト 介ポ観 光

●乳幼児健診・育児相談の日程
＜乳幼児健診＞
持ち物は、対象者へ送付する「健診のご案内」をご確認ください。
▶場所…山陽保健センター ▶受付時間…12：45～13：15

健診・受診日 対　象　者
乳児健康診査
2月19日㈫ 平成30年10月生まれ

1歳6か月児健康診査
2月5日㈫ 平成29年7月生まれ

2歳6か月児歯科健診
2月6日㈬

平成28年8月4日
～8月31日生まれ

3歳児健康診査
2月15日㈮

平成27年7月29日
～8月31日生まれ

<育児相談＞
母子健康手帳をご持参ください。

相談日・受付時間・場所 対　象　者
2月21日㈭
9：45～10：30
山陽保健センター

平成30年4月生まれ・
平成30年7月生まれ
および希望者

備前国分寺跡　想像図

LIFECALENDAR
ライフ・カレンダー
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各 図 書 館 利 用 案 内

●中央図書館
絵本はともだち
　第1・2・4水曜日　午前10時30分～11時
おはなしかい
　第1・2・3土曜日　午前10時30分～11時
　第1・2日曜日　午後2時～2時30分
民話の寺小屋
　17日㈰　午後2時～2時30分

●赤坂図書館
ブックんのおはなしかい
　2日㈯　午前11時～11時30分
ちいさなおはなしかい
　13日㈬・27日㈬　午前11時～11時20分

●熊山図書館
なかよしタイム
　7日㈭　午前10時～12時
おはなしのおへや
　16日㈯　午前11時～11時30分

●吉井図書館
おはなしだいすき☆えほんといっしょ
　3日㈰　午後2時～4時
おはなし会
　9日㈯　午前10時30分～11時

＜2月の開館時間＞ 
中央図書館…午前10時～午後6時（木曜日は午後8時まで開館）
赤坂・熊山・吉井図書館…午前10時～午後6時

＜問い合わせ先＞
◦中央図書館………☎955-0076
◦赤坂図書館………☎957-2212
◦熊山図書館………☎995-1273
◦吉井図書館………☎954-9200

＜2月の休館日＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

※青色のマスが休館日です。

中央図書館 
Facebook

Event Calendar 図 書 館 通 信
L I B R A R Y  N E W S
市内図書館の利用案内・開催イベント紹介

2月

きらり☆しあたー　大人版映画上映会
『武器よさらば』（78分）

　舞台は第一次世界大戦中のイタリア戦線。病院車の
アメリカ人運転手はイギリス人看護婦との仲を上官に
嫉妬される。2人の出会いと悲しみ、運命の再会を描く。
■日時／2月16日㈯ 午後2時～
■場所／中央図書館　多目的ホール
■申し込み／不要　　■参加費／無料

Pick Up

休館のお知らせ

　蔵書点検とシステム更新のため、次の日程で中
央・赤坂・熊山・吉井図書館すべて休館します。ご不
便をおかけしますがご協力をお願いします。
■期間／2月18日㈪～25日㈪
◦ 本の返却は返却ポストをご利用できますが、以下

の事にご注意ください。
◦ 山陽公民館、高月公民館、西山公民館、笹岡公民館

でも返却できます。（各公民館の開館時間に限る。）
◦�蔵書点検が終わるまで、返却処理作業は行えません。
◦ 赤磐市立図書館以外の図書館で借りた本は開館

後カウンターへお返しください。
◦ 紙芝居、大型絵本やCD・DVD・ビデオなど視聴

覚資料は開館後カウンターへお返しください。
※ 図書館ホームページは2月17日㈰午後6時から

26日㈫午前9時30分までご利用いただけませ
ん。インターネット予約、貸出予約状況の確認、
貸出期限の延長、「赤磐市にない本のリクエス
ト」もできませんのでご注意ください。

Pick Up

健康・生活講座IPUから学ぶ～みんなで、
「I」いいね「P」パワーアップ「U」運動！～

　あなたは大丈夫ですか！？いつの間にか記憶力や
足腰が衰えているかも・・・楽しく学んで、心身共に
健康で明るく過ごしましょう！ 
■開催日・内容
○第1回…2月27日㈬
　「体力測定・筋力や平衡感覚を計測します」
　◦講師／古山喜一さん（IPU・環太平洋大学准教授）
○第2回…2月28日㈭
　「�新体験！“地上のカーリング”！！～ボッチャで頭と
体のトレーニング～」

　◦講師／畑島紀昭さん（IPU・環太平洋大学講師）
○第3回…3月1日㈮
　「脳トレ＆ボールエクササイズで認知症をNO」
　◦講師／早田剛さん（IPU・環太平洋大学准教授）
※いずれも講義と簡単な実技です
■時間／各回とも午前10時30分～正午
■場所／中央図書館　多目的ホール
■定員／第1回…40人　第2回、第3回…30人
■参加費／無料
※ 第1回、2回は運動できる服装・シューズでお越し

ください。
※ 第3回は、シューズ、タオル、飲み物をお持ちくだ

さい。
※ 2月1日㈮午前10時から、中央図書館で受付けを開

始。電話可。申し込みは各回ごとに受け付けます。

Pick Up

利用案内の詳細は
図書館のホームページで

確認できるよ。
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●問い合わせ先／本庁秘書企画課��☎�955-2692

○�お住まいの地域でどこをバスが走っているか分からない…という人のために、市で
はバスの乗り方教室を開催しています。ご希望の場合は、お問い合わせください。

広域路線バス赤磐・美作線　　料金／片道450円
■時間／行き…下市11：58発～吉井中学校前12：36着
	 帰り…吉井中学校前14：31発～下市15：12着
広域路線バス赤磐・和気線　　料金／片道770円
■時間／行き…和気駅前13：00発～吉井中学校前13：37着
	 帰り…吉井中学校前14：51発～和気駅前15：29着
※料金は小学生、障害者等と付添者１人まで…半額　乳幼児…無料

374

吉井中学校前
バス停

吉井郷土
資料館

中国銀行

周匝郵便局

吉井図書館

吉井支所バスなどの公共交通機関は、利用者がいなければ、縮小や廃止になってし
まいます。大切な交通手段を将来に残すためにも、週に一度は利用するな
ど積極的に公共交通手段を利用しましょう。

バスについて
の詳細は市ホ
ームページへ
掲載していま
す。QRコー
ドからご覧い
ただけます。

市民バスに乗って出かけましょう vol.14

市内にはバスに乗って行くことができるスポットがたくさんあります。
今回は、周匝地域にある吉井郷土資料館に行きました。吉井郷土資料館では、郷土の文化財や民俗資料が
展示されており、現在は連携展として、「赤磐に懸かる橋」が開催されています。2月4日からは季節展
も開催されます。詳細は、山陽郷土資料館（☎086-955-0710）までお問い合わせください。

今回使ったバス

問い合わせ先／あかいわ映画祭り実行委員会事務局（本庁秘書企画課内）　☎955-2692

託児有り
※�2月8日㈮までに要予約
※�定員になり次第締め切り

【前売券販売所】� チケットぴあPコード	559-473
赤磐商工会（本部、赤坂支所、熊山支所、吉井支
所、瀬戸支所）、JA岡山東（営農センターあかいわ）

あかいわ 映画祭り
　台風の影響で中止となった「第2回あかいわ映画祭り」。
　規模は小さいですが、みんなで映画を観たい！という想いからミニ
映画祭りとして開催することとなりました。上映作品は、東日本大震
災で被災した家族と周囲の人々が未来を信じて生きる姿を描いた「生
きる街」。傷ついた人に寄り添い、共に前を向かせてくれる珠玉のヒ
ューマンドラマです。そして、トークショーにはあかいわ広報大使で
あり、俳優の升毅さんが登壇されます。

全席自由／定員250人

ⓒ 2018「生きる街」製作委員会

2月24日日午前9時30分～午後0時15分（受付午前9時～）日 時

中央公民館2階大集会室（下市337）場 所

500円（前売り）、700円（当日）
※前売券が完売の場合、当日券の販売はありません。

料 金

あかいわ映画祭り実行委員会主 催

升
ます

　毅
たけし

さん
あかいわ広報大使・俳優

トークショー
招待者

ミニ

※	赤磐市民で平成30年7月豪雨において「り災証明書」の交付を受けられた人は会場受
付で提示または申し出いただくと無料になります。
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このコーナーでは
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

4月号は2月14日㈭が
記事の締め切りです。

㉄
秘
書
企
画
課
☎︵
9
5
5
︶4
7
7
0

赤磐市マスコットキャラクター
あかいわモモちゃん
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　平成30年度岡山県
うまいくだもの推進
大会が開催され、今
年度はもも共進会の
表彰式が開催されま
した。入賞者は次の皆
さんです。（敬称略）。

岡山県農業協同組合中央会会長賞：今井浩二
うまいくだものづくり推進本部長賞
優秀賞：今井　亨、遠藤勇武、塩見美穂子
奨励賞：�本郷祐希、皿井洋志、西岡聖知、塚田博久、

岸本一郎、池本勝義

　元�長尾区長の藤原忠男さんが、長年地域づくり
に貢献した自治会の代表に贈られる「自治会等地
縁による団体功労者総務大臣表彰」を受賞されま
した。藤原さんは、約25年にわたり区長としてコミ
ュニティの円滑な運営を推進されました。今後も
益々のご活躍をお祈りします。

岡山県うまいくだもの推進大会

受賞おめでとうございます

自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰受賞

受賞おめでとうございます

　12月15日、城南ふれあいセンターで、「三世代交
流お飾りづくり」を開催しました。最後に、完成した
お飾りを手に「良い年を！」

三世代交流お飾りづくり

良い年を迎えましょう

　12月22日、熊山英国庭園でクリスマスコンサー
トが開催されました。ステージでは、地元中学校吹
奏楽部や幼稚園児による演奏や歌の披露のほか、
弦楽四重奏などもあり、さまざまな音色が会場中
に響きました。ま
た、園内は、キャ
ンドルやイルミ
ネーションの優
しい光に包まれ
ました。

熊山英国庭園クリスマスコンサート

優しい光と音色が園内を包み込む

TOWN
TOPICS

タ
ウ
ン

・
ト
ピ
ッ

ク ス
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　11月27日、山陽西幼稚園の園児達から手作りし
おりが中央図書館へ贈られました。このしおりは、
市内６園の園児
が作ったもので、
市内の図書館に
置いていますの
で、ご自由にお
持ち帰りくださ
い。

　12月６日、赤磐地区保護司会定例研修会にお
いて受賞者への伝達式が行われました。
　保護司・更生保護女性会・赤坂中学校生徒会の
皆さんは、「社会を明るくする運動」など、犯罪や非
行を防止し、立ち直りを支える更生保護活動に多
大なご尽力をいただいています。
　受賞者は、次のとおりです。（敬称略）

■保護司関係
　〈法務大臣表彰〉
　　羽原　章、森本　孝
　〈全国保護司連盟理事長表彰〉
　　佐藤德雄
　〈中国地方更生保護委員会委員長表彰〉
　　馬場由記恵
　〈中国地方保護司連盟会長表彰〉
　　故倉英敎
　〈岡山県保護司会連合会会長表彰〉
　　平尾廣人、小坂　操、宮岡正康
　　馬場輝彦（内助功労）
■民間協力者
　〈中国地方更生保護委員会委員長感謝状〉
　　赤磐市立赤坂中学校生徒会
■更生保護女性会関係
　〈中国地方更生保護委員会委員長感謝状〉
　　實盛さよ子、杉本洋子
　〈中国地方更生保護女性連盟会長表彰〉
　　西山敬子、若林美苗
　〈岡山保護観察所長感謝状〉
　　題府苗保美、荒島竹美、岩本葉子、伊永芳枝、
　　戸川道子、海野和子、明石幸子、尾坂京子

平成30年度岡山県更生保護功労者

受賞おめでとうございます

　12月15日に中央公民館で高山和成さんを講師に
若者からの視点でのまちづくりについての講演を聞
いた後、４グループの活動報告をし意見を出し合い
ました。

第２回バズれ！赤磐　全体研修会

若い人の視点でTry＆Error＆Try！

　12月20日に100歳を迎えられた若林さんのお
祝いに、市長が訪問しました。長寿の秘訣は、しっ
かり食べ、よく働き、くよくよしないことだそうです。

若林 艶子さん（光木）

100歳おめでとうございます

しおり贈呈式

手作りしおり使ってね！
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　11月に全国で展開している子供・若者育成支援
強調月間にあわせ、11月23日に青少年健全育成ブ
ロック会議を開催しました。
　この会議は、青少年の健全育成に取り組む関係
機関や団体が連携を密にし、お互いの行動エリア
で行動するための情報交換や共有の場として開催
しています。今回は、中央公民館で約100人の関係
者が一堂に会し、山田　晋さん（鳥取県図書館協
会会長）から「子どもたちの未来と家庭･学校・地
域の関わり」と題して有意義なお話をしていただ
きました。
　引き続き、それぞれの立場で子どもたちと関わ
りを持ち、青少年の健全育成を推進していただき
たいと思います。

第２回青少年健全育成ブロック会議開催

連携して青少年の健全育成を

　12月２日にくまやまふれあいセンターで「人権
を考えるつどい」を開催しました。
　赤坂グリーンヒルズの混声合唱、人権標語の表
彰式、玉川真里さんを講師に講演会「命と向き合
う」を行いました。赤磐市は、人権尊重都市宣言の
まちです。人権意識の高揚のため、今後もセミナ
ーや講演会を開催していきます。

人権を考えるつどいを開催しました

自分の心も大切に！

　大日本農会緑白綬有功章を受章された藤原克
己さんが受章の報告をされました。県内のぶどう
施設栽培の先駆者としてぶどう農家への技術改良
と普及に貢献されています。

農事功績表彰の受章を報告

受賞おめでとうございます

▶12月９日、全日本ホッケー選手権大会の決勝戦が行
われました。選手のプレーを間近で観戦した子どもたち
からは、かっこいい！もっと見たい！との声が上がり、憧れ
の選手をキラキラした目で追いかけていました。（木下）

今月の表紙・編集者のつぶやき

　高陽中学校の中学生ボランティアが、公民館を
拠点として学校や地域、関係団体などと連携して
行っている「盆踊り復活プロジェクト事業」の取り
組みが、地域活性化に貢献していると称えられ中
国・四国ブロック賞を受賞しました。

ボランティア・スピリット・アワード 「ブロック賞」受賞

受賞おめでとうございます
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この広告掲載に関するお問い合わせは、広告取扱業者の株式会社エコー企画（☎086-232-9191）へ直接ご連絡ください
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